
                                

 平成 20 年 10 月 17 日 

各      位 

上 場 会 社 名 株 式 会 社 滋 賀 銀 行 

代 表 者 名 取締役頭取 大 道 良 夫 

（コード番号 ８３６６   東 証 ･ 大 証 第 1 部）

問 合 せ 先 
総合企画部 
主 計 室 長 今 井 信 一 郎 

（ Ｔ Ｅ Ｌ ．  ０７７－５２１－２２０５）

 

 

平成 21 年３月期第２四半期末の「有価証券評価損」ならびに平成 21 年３月期第２四

半期累計期間及び通期の「業績予想の修正」に関するお知らせ 

 

  「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復がある

と認められないものについて、平成 21 年３月期第２四半期末において減損処理による有価証券評

価損を計上する必要が生じましたのでお知らせいたします。 

  また、平成 21 年３月期第２四半期累計期間(平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日)の業績

予想を下記のとおり修正いたします。 

 

― 記 ― 

 

１．平成 21 年３月期第２四半期末の有価証券評価損の総額 

(金額単位：百万円) 

 

 
平成 21 年３月期第２四半期末の有価証券評価損(減損処理)の総額 (A) 3,527 

 平成 20 年３月期の純資産の額 (B) 233,174 

   （Ａ）／（Ｂ）×１００  1.5%

 平成 20 年３月期の経常利益額 (C) 10,119 

   （Ａ）／（Ｃ）×１００  34.9%

 平成 20 年３月期の当期純利益額 (D) 3,300 

   （Ａ）／（Ｄ）×１００  106.9%
 

(注) １．有価証券評価の基準は、第２四半期末日の時価を採用しております。 

２．当行の決算期末は３月 31 日、第２四半期末は９月 30 日であります。 

３．上記減損処理後の「その他有価証券」の評価差額(ネット後の評価益)は、112 億円(速報値)であり

ます。 

４．当行の減損処理における時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、第２四半期末日の時

価が取得原価に比べて 50％以上下落した場合、又は、30％以上下落した場合で過去の時価の推移なら

びに当該発行会社の業績・信用リスク等を勘案して時価が回復する見込がないと認められる場合であ

ります。なお、市場価格がない有価証券につきましては、実質価値が 50％以下となった場合は減損処

理を行っております。 

 

 

― 1 ― 



― 2 ― 
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２．平成 21 年３月期第２四半期累計期間(平成 20 年４月 1 日～平成 20 年９月 30 日)の業績

予想の修正 

 

(1) 単体業績予想の修正 

(金額単位：億円) 

   経常収益 経常利益 中間純利益 

 前回発表予想（平成 20年５月 15 日公表） (A) ４５０ ４０ ３０ 

 今回修正予想 (B) ４５０ １３ ７ 

 増減額 (B-A) ― △２７ △２３ 

 増減率                        ―% △６７.５% △７６.７%

 前中間期(平成 19 年９月期)実績 ４６７ ８７ ３４ 
 

《 修正の理由 》 

  経常収益は、当初予想どおり推移する見込みでありますが、米国発の金融市場の混乱に

より保有する有価証券の減損処理を行ったことにより、経常利益は当初予想より２７億円、

中間純利益も同２３億円減少する見込みであります。 

 

 

(2) 連結業績予想の修正 

(金額単位：億円) 

   連結経常収益 連結経常利益 連結中間純利益

 前回発表予想（平成 20年５月 15 日公表） (A) ５００ ４５ ３２ 

 今回修正予想 (B) ５００ ２２ ９ 

 増減額 (B-A) ― △２３ △２３ 

 増減率                        ―% △５１.１% △７１.９%

 前中間期(平成 19 年９月期)実績 ５１８ ９４ ３６ 

《 修正の理由 》 

  主として、単体ベースの修正の影響によるものであります。 

 



― 3 ― 
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３．平成 21 年３月期(通期)の業績予想及び連結業績予想 

 

(1) 単体業績予想の修正 

 (金額単位：億円) 

   経常収益 経常利益 当期純利益 

 前回発表予想（平成 20年５月 15 日公表） (A) ９００ １００ ７０ 

 今回修正予想 (B) ９００ ４０ ２５ 

 増減額 (B-A) ― △６０ △４５ 

 増減率                        ―% △６０.０% △６４.３%

 前期(平成 20 年３月期)実績 １,０４４ １０１ ３３ 
 

《 修正の理由 》 

  経常収益は、当初予想どおり推移する見込みでありますが、米国発の金融市場の混乱に

より保有する有価証券の減損処理を行う必要が生じることならびに与信コストの増加等

を見込み、経常利益は当初予想より６０億円、当期純利益も同４５億円減少する見込みで

あります。 

 

 

(2) 連結業績予想の修正 

(金額単位：億円) 

   連結経常収益 連結経常利益 連結当期純利益

 前回発表予想（平成 20年５月 15 日公表） (A) １,０００ １１０ ７５ 

 今回修正予想 (B) １,０００ ６０ ３０ 

 増減額 (B-A) ― △５０ △４５ 

 増減率                        ―% △４５.５% △６０.０%

 前期(平成 20 年３月期)実績 １,１４８ １０８ ３５ 

《 修正の理由 》 

  主として、単体ベースの修正の影響によるものであります。 

 

 

以上 
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